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く×つなぐ
議員の ● 今号の表紙 ●

もうすぐ１年生
　　　「七つの祝」
11月8日に各公民館が主催

した七つの祝イベントで、元

気いっぱいの子供達に触れ

た。もうすぐ１年生！おっきな

ランドセル背負えるかな！？
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  　　岡部久志・田端良成

630人

議員がインタビューした町民皆さんの数

（★印は今号取材）

※No.80以降の合計人数

〜９歳 10代 30代 60代20代 50代40代 70代 80歳〜

9人 72人 75人 104人 102人111人 74人68人 15人

高齢者や視覚の弱い方にも配慮したＵＤ（ユニバーサルデザイン）フォントを使用しています

前号（No.108）を読んだ率直な感想を

 私も泥だらけになってやったので、しろかきを

楽しむ八和田小学校児童の表紙写真を見て、懐

かしく思いました。

ーーズバリ、議会・議会だよりに物申す？！

 議会や議会だよりもそれほど関心がなかった

のですが、これをきっかけに興

味をもっていきたいです。小川

町の現状がわかる内容でよ

かったです。

高橋永和さん
（能増）

町
民
の
声
、「
聴
き
ま
す
×
つ
な
ぎ
ま
す
」

わ
た
し
の
ひ
と
コ
ト

腰
上区は、恵まれ

た山々に囲まれ

た自然豊かな地域です。

笠山・笹山・堂平山を

源
みなもと

に栗山川・館川の

清流の細
せせらぎ

流の音を聴き

ながら暮らせる素晴ら

しいところです。

夜
は星空を眺め、日の出前は朝焼けに感

動し、清々しい気持ちで一日を迎えら

れる環境に感謝しています。この素晴らし

い自然を町内外の多くの方に知っていただ

き、豊かな森林を子孫に受け継がれていく

ことが私の夢であり、仕事だと思います。

林
業に関心を持ち、森林の土砂災害防

止や環境保全を理解し、夏は清流で

川遊び、通年で豊かな森林で森林浴やハイ

キングを楽しんでください。

だ か ら      小 川 が 好 き ！Back to   おがわぎかい No. l08
議会だよりを読んだ感想を議員がインタビュー 町への想いを寄稿していただくコーナー

TAKAHASHI  Towa

鯨井 均さん
（腰上）

KUJIRAI  Hitoshi

高橋さんイチオシの記事はP.2

～3「地域の実情に合わせて

町が選んだ事業はコレだ！」編
集
・
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12月定例会は
※日程は変更になる場合があります。詳しくは小川町ホームページへ

月11 30日（木）から開催しています

興味をもてる
内容です!

小川町の
清流と山並みが大好き

Gikai's comment
若い方々も関心がもてる議会だよりを心がけていき
ます。小川町のよさを実感できるよう頑張ります。

　　髙
たかは し

橋功
い さ お

人 発行責任者

前進を続ける議会の様子
をお伝えしますので、叱咤
激励の声をお寄せください。

　　山
や ま ぐ ち

口勝
か つ し

士 委員長

大変だ！「いいものを作り
たい」思いと実力がかみ
合わない。頑張るぞー！

　　鈴
す ず き

木秀
ひ で な お

尚 副委員長

議会を振り返ることによって、
事業の意味合いや各議員の
思いを再確認できました！

　　髙
た か せ

瀬　勉
つとむ

 委員

前メンバーから唯一の居残
り…留年。今度こそ卒業
できるよう研鑽に励む！

　　関
せ き ね

根慶
よ し の り

則 委員

ひとりの読者から編集する
立場になりました。どうぞ
よろしくお願いいたします。

　　岡
お か べ

部久
ひ さ し

志 委員

多くの皆さんに議会の活
動をわかりやすく伝えてい
きます。

　　田
た ば た

端良
よ し な り

成 委員

一期一会。議員になり、
編集委員になりました。
新たな機会に感謝！

新編集委員から

ひとこと


